
（様式１）

①学校名： 大学院（私立） ②所在地：

③課程名：
④正規課程／履修
証明プログラム：

⑤開設年月日：

⑥責任者： ⑦定員： ⑧期間：

⑨申請する課程
の目的・概要：

⑩４テーマへの
該当の有無

⑪履修資格：

⑫対象とする職
業の種類：

⑬身に付けるこ
とのできる能力：

⑭教育課程：

⑮修了要件（修
了授業時数等）：

⑯修了時に付与さ
れる学位・資格等：

⑰総授業時数： 32 単位
⑱要件該当授
業時数：

18単位
該当
要件

双方向
実務家

⑳成績評価の方法：

㉑自己点検・評
価の方法：

㉒修了者の状況に
係る効果検証の方
法：

共通基礎科目から総合危機管理特論Ⅰ（基盤）、リスク評価科目から医療政策学、医療管理概論、
医療経済学、医療安全管理学、高齢医療、高度先進医療論、医療情報学、ロジカル・コミュニケー
ション概論、病院経営学、総合危機管理論、病院運営管理論、総合危機管理演習科目からロジカ
ル・コミュニケーション演習、特別研究科目から課題研究を修得し、合計32単位以上を修得、かつ、
必要な研究指導を受けた上、当該修士課程の目的に応じ、特定の課題について研究成果の審査及
び最終試験に合格すること。

修士（危機管理学）

学校教育法第109条第1項に定める評価を実施する。「危機管理学研究科委員会」において、本課程
の成果の検証や評価を行い、その結果の報告に基づき、本学全体の「千葉科学大学自己評価委員
会」にて点検・評価を行う。

講義：筆記試験の成績
演習：授業への積極的な取り組み、演習の中での実際に行うロールプレイやプレゼンテーションの内
容、まわりとのコミュニケーションなどを総合して評価する。
課題研究：学ぶ姿勢、研究活動状況、収集情報量と質、実験内容と結果に対する考察、プレゼン
テーションの内容を評価する。

（得られる能力）
・医療マネジメント能力
・コミュニケーション能力

修了者に対してアンケートを実施し、その結果を分析することにより効果を検証する。

職業実践力育成プログラム（ＢＰ）への申請について

令和2年10月6日

危機管理学研究科長　三村　邦裕 ２年間

それぞれの医療機関における、管理運営においてリーダーシップを発揮できる管理者の育成を目指
したプログラムである。本プログラムは、医療技術の知識を基盤として医療政策学、医療管理学、病
院経営学のほか、医療コミュニケーション論の分野に、本研究科の特色である総合危機管理の分野
を加えて構成しており、保健、医療、福祉に関する基礎や幅広い問題に関して学修するとともに、医
療機関で起きている課題をもとに、事例研究を通して問題解決方法を学ぶことにより、管理者として
必要な医療マネジメント能力を身に付けることを目指す。将来、医療機関における管理者として活躍
するために必要な能力を修得する。

危機管理学研究科危機管理学専
攻修士課程医療マネジメントコー
ス

2019/4/1

千葉県銚子市潮見町３番

正規課程

千葉科学大学

臨床検査技師、診療放射線技師、臨床工学技士、その他医療技術の知識があり医療機関に従事する者

５名

医療政策学や医療管理概論、医療経済学や病院運営管理論等により、医療・福祉の政策、制度、
医療管理、医療費、診療報酬、病院経営、運営等に関する基礎的な知識を修得し、高齢医療、高度
先進医療論では、がんゲノム医療、在宅医療、先進医療技術や診断・治療方法等に関する知識を
修得するとともに、総合危機管理論、医療安全管理学等により、災害時の医療安全、リスクの精査・
評価、軽減対策等、危機管理、リスクマネジメントに関する知識を修得する。また、ロジカル・コミュニ
ケーション概論・演習においてグループ討議等を行うことにより、ロジカルシンキング、コミュニケー
ション能力、交渉力、折衝力を修得させる。

無

⑲要件該当授業時数
　　／総授業時数：

56%

千葉科学大学大学院危機管理学研究科修士課程医療マネジメ
ントコースの出願資格に該当し、当該研究科の入学試験に合格
した者

（身に付けられる知識、技術、技能）
・医療政策・管理に関する知識
・病院運営・経営に必要な知識



㉓企業等の意見
を取り入れる仕
組み：

㉔社会人が受講
しやすい工夫：

㉕ホームページ：

事務担当者名： 所属部署：

＊パンフレット等の申請する課程の概要が掲載された資料を添付してください。
＊様式に記載いただいた内容と欄外の「※集計用データ（文部科学省使用）」に記載の内容が、一致しているかを
　 必ずご確認ください。

eラーニング

（ＵＲＬ）http://www.cis.ac.jp/grad/medical/index.html

米倉　大和

（教育課程の編成）
日本臨床衛生検査技師会との協定に基づき、双方及び有識者より選出する委員にて構成する協議
会において、本課程の教育課程の編成について意見を聴取する。
（自己点検・評価）
本課程の教育課程、成果に関するアンケートを実施し、これらの情報を本課程の成果の検証や評価
を行う危機管理学研究科委員会自己点検・評価委員会で審議するとともに、日本臨床衛生検査技
師会より外部委員として同委員会に参画して頂き、成果検証、改善方策の検討に関与していただく。

連絡先：
（電話番号）
（E-mail)

0479-30-4517
kikaku@cis.ac.jp

企画部ＩＲ・企画課


	様式１（総括表）

